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　総務委員会� （委員 11 名）◎�理事

委 員 長◎古泉　慎也　　須恵第二小（福　岡）
副委員長◎宮原　章史　　水 田 小（南筑後）
委　　員　堀田　哲司　　中 央 中（福　岡）
　 〃 　　髙野　亮一　　宮ノ陣中（北筑後）
　 〃 　　鹿田　　健　　上広川小（南筑後）
　 〃 　　行武　太一　　川 崎 小（筑　豊）
　 〃 　　浦　　美紀　　前原西中（福　岡）
　 〃 　　坂本　幸子　　新 津 中（京　築）
　 〃 　◎岩野　展夫　　大野東中（福　岡）
　 〃 　　猪股　清貴　　須 恵 中（福　岡）
　 〃 　　真島　光秋　　合 岩 中（京　築）
担当副会長　廣瀬　　啓　　宝 城 中（北筑後）

　研修委員会� （委員 13 名）◎�理事

委 員 長◎窪山　晶則　　馬 田 小（北筑後）
副委員長◎田中　眞美　　碓 井 中（筑　豊）
　 〃 　◎茂森　慶太　　上 毛 中（京　築）
委　　員　今泉　茂樹　　篠栗北中（福　岡）
　 〃 　　大鶴　泰輔　　前 原 小（福　岡）
　 〃 　　石藏　慶典　　吉 井 中（北筑後）
　 〃 　　矢野　　愛　　感 田 中（北九州）
　 〃 　　藤川　宣宏　　桂 川 小（筑　豊）
　 〃 　　坂本　知紘　　小竹西小（北九州）
　 〃 　　野口　純子　　中 央 中（筑　豊）
　 〃 　　草場　大史　　馬 田 小（北筑後）
　 〃 　　野田　俊泰　　中 山 小（南筑後）
　 〃 　　村田　泰彦　　宇 島 小（京　築）
担当副会長　鬼頭　良典　　仲 津 小（京　築）

　広報委員会� （委員 11 名）◎�理事

委 員 長◎大崎　一貴　　豊 津 中（京　築）
副委員長◎久保　貴弘　　福 間 小（福　岡）
　 〃 　◎井手　富孝　　三 並 小（校長会）
委　　員　木村　公治　　前 原 中（福　岡）
　 〃 　　田中　幸道　　宮 前 小（南筑後）
　 〃 　　八木　秀和　　中間東中（北九州）
　 〃 　　赤松章太郎　　田 川 小（筑　豊）
　 〃 　　四宮　悦子　　福 地 小（北九州）
　 〃 　　大神　恵理　　三毛門小（京　築）
　 〃 　　今長谷義孝　　須恵第二小（福　岡）
　 〃 　　中村　典史　　岡 垣 中（北九州）
担当副会長　清原　龍彦　　のぞみが丘小（北筑後）

　安全・調査委員会� （委員 14 名）◎�理事

委 員 長◎小野　哲郎　　芦 屋 中（北九州）
副委員長◎古賀　秀美　　川 会 小（北筑後）
　 〃 　◎鈴木　力和　　大 分 小（筑　豊）
　 〃 　　高千穂有信　　吉 木 小（福　岡）
　 〃 　　山本　周作　　大 原 小（北筑後）
　 〃 　　田中　裕之　　六 合 小（南筑後）
　 〃 　　渡邉　征崇　　西　　中（南筑後）
　 〃 　　増尾　英治　　中 京 中（京　築）
　 〃 　◎松尾菜美子　　福 吉 小（福　岡）
　 〃 　　佐藤　幸子　　良 山 中（北筑後）
　 〃 　　村上　義文　　柳 河 小（南筑後）
　 〃 　　船津　聡哉　　小 郡 中（北筑後）
　 〃 　　石橋　雄二　　筑 後 中（南筑後）
　 〃 　　大森　雅明　　山 田 中（筑　豊）
担当副会長　藤野　　勇　　直方東小（北九州）

　家庭教育委員会� （委員 12 名）◎�理事

委 員 長◎宮嶋　　亮　　小竹西小（北九州）
副委員長◎浦田慎一郎　　大 木 中（南筑後）
委　　員　黒上　勝史　　平 野 中（福　岡）
　 〃 　　熊谷　弘枝　　東峰学園（北筑後）
　 〃 　　二神　香里　　宮 原 中（南筑後）
　 〃 　　小川　大和　　東 山 中（南筑後）
　 〃 　　鈴木　正瑞　　八 屋 小（京　築）
　 〃 　◎星野美由紀　　松 原 小（南筑後）
　 〃 　　田中のぞみ　　水 分 小（北筑後）
　 〃 　　渡辺　亜希　　田 川 小（筑　豊）
　 〃 　　馬庭　健二　　小竹西小（北九州）
　 〃 　　益田　　茂　　添 田 小（筑　豊）
担当副会長　香月まゆみ　　島 門 小（北九州）

令和3年度 福岡県ＰＴＡ連合会 委員名簿

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

（
県
Ｐ
）
の
令
和
３
年
度
委

員
総
会
は
、７
月
10
日
午
後
、

糟
屋
郡
篠
栗
町
の
県
立
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
超
え
、
県
Ｐ
の
活
動
を

け
ん
引
し
て
い
く
５
つ
の
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
決
定
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
正
副

委
員
長
が
選
出
さ
れ
て
、
委

員
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

委
員
総
会
の
全
体
会
で
松

尾
和
昭
会
長
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
実
を

踏
ま
え
て
「
今
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
や
れ

る
範
囲
で
進
ん
で
き
た
。
総

会
は
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、

こ
う
し
て
委
員
会
で
、
皆
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
千
葉
で
飲
酒
運

転
の
車
が
下
校
中
の
子
ど
も
た

ち
に
突
っ
込
み
死
傷
者
が
出
た

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
い
か
に

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
か
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
清
原
龍
彦
副
会
長
が
県
Ｐ

の
組
織
や
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
〝
新
〟
家
庭
教
育

宣
言
の
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会
が
県

Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
動
画

配
信
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
、「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
・
ザ
・
非
行

ふ
く
お
か
」
大
会
が
、
装
い
を

新
た
に
「
学
ビ
バ
‼
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｏ
Ｋ
Ａ
２
０
２
１
」
と
し
て
10

月
に
福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

県
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

よ
り
多
く
の
情
報
が
出
せ
る
よ

う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
計
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組

織
に
つ
い
て
「
社
会
教
育
関
係

団
体
で
あ
り
、
私
た
ち
保
護
者

が
学
び
成
長
す
る
目
的
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
」
と
の
説
明
が
あ

り
、
永
原
譲
太
郎
・
県
Ｐ
前
会

長
は
「
県
Ｐ
役
員
・
委
員
の
輪

番
が
回
っ
て
き
て
、
こ
の
委
員

総
会
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
人
と
人
と
の
出
会
い
と
い

う
財
産
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
。
輪

番
に
当
た
っ
て
学
び
合
え
て
良

か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
で
き
る
人
が
で
き
る

こ
と
を
少
し
ず
つ
盛
り
上
げ
て

ほ
し
い
」
と
、
体
験
を
交
え
て

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
委
員
総
会
開
く

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
ろ
う　
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
出
会
い
は
財
産

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

正
副
委
員
長
を
選
出
　
委
員
会
活
動
ス
タ
ー
ト

県Ｐ活動の先頭に立つ会長・委員長
（左から）古泉慎也総務委員長、窪山晶則研修委員長、大崎一貴広報委員長、
　　　　　松尾和昭県Ｐ会長、小野哲郎安全調査委員長、宮嶋亮家庭教育委員長

県Ｐの年間計画などの説明を聞く参加者

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

県
Ｐ
の
保
険
事
業
に
つ
い
て

「
負
担
金
の
一
部
は
県
Ｐ
の
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

な
ど
の
説
明
が
終
わ
っ
た
後
、

第
２
部
は
、総
務
、研
修
、広
報
、

安
全
・
調
査
、
家
庭
教
育
の
各

委
員
会
に
分
か
れ
て
の
開
催
。

初
顔
合
わ
せ
と
な
る
委
員
そ
れ

ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
し
、
正
副

の
委
員
長
を
選
び
ま
し
た
。

　

九
州
南
部
に
大
雨
特
別
警
報

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
63

人
が
参
加
。
各
委
員
会
は
１
年

間
に
６
回
程
度
の
会
合
を
開

き
、
委
員
会
ご
と
に
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

県
Ｐ
理
事
交
替　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
南
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
に
三
潴

郡
・
大
木
中
の
浦
田
慎
一
郎
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
は
筑

後
市
・
水
田
小
の
宮
原
章
史
さ
ん
と
２
人

で
す
。

第１回「学ビバ！！FUKUOKA2021」福岡市大会
〜「Stop・ザ・非行ふくおか」の信念引き継ぎ〜

開 催 日：10月23日（土）　　開催場所：アクロス福岡
ハイブリット開催(ライブ配信＆現地参加)
※開催要項等は後日単P会長宛にお送りいたします。

イラストはマスコットキャラクター「サンビービーバー（仮）」
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〈福岡県からのお知らせ〉
子どもとスマホ、ネットのことで
お悩みはありませんか？

　児童生徒のネットの利用時間が増加し、イン
ターネットを介した誹謗（ひぼう）中傷やいじめ、
犯罪被害が増加しています。
　このため、福岡県では、ネットトラブルに遭って
いる児童生徒が匿名で相談できる「福岡県児童
生徒のためのネットトラブル相談窓口」を４月に
開設しました。「ＳＮＳに悪口を書かれた」「脅し
のメールが届いた」「子どもがゲームで多額の課
金をしている」などの相談に、ネットトラブルに詳
しい専門の相談員が対応します。保護者や教員
からの相談も受け付けます。
　インターネットやＳＮＳの利用に関して、不安に
思っていること、困っていることなどありました
ら、一人で悩まず、御相談ください。

児童生徒のための
ネットトラ ブ ル

フリーダイヤル：０１２０-４９４-１００
【受付】月～金曜日 午後６時～午後９時

上記QRコードから友達登録、メール送信ができます。
【受付】月～金、日曜日 午後６時～午後９時

相談窓口

　

前
原
中
学
校
で
は
、
学
校
・
地
域
・
保
護
者
が

連
携
し
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
友
愛
バ
ザ
ー
」
＝
写
真
＝
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ハ
ン
パ
な
い
内
容
と

は
…
。

　

そ
の
一
。
地
元
企
業
や
商
店
か
ら
の
協
賛
が
ハ

ン
パ
な
い
！　

商
品
や
飲
食
店
で
使
用
で
き
る
金

券
な
ど
、
優
に
百
を
超
え
る
物
品
が
毎
年
集
ま
り

ま
す
。
体
育
館
で
販
売
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
資
金

に
充
て
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
た

ち
へ
の
景
品
と
し
て
使
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
二
。
保
護
者
以
外
の
来
場
者
が
ハ
ン
パ
な

い
！　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
今
年
で
22
回
目
を
迎

え
ま
す
。
も
は
や
学
校
行
事
の
域
を
超
え
、
地
域

の
主
要
行
事
と
し
て
定
着
し
人
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。
校
区
内
の
小
学
６
年
生
に
は
バ
ザ
ー
で
使
用

で
き
る
金
券
を
事
前
配
布
し
、
多
く
の
小
学
生
も

参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
三
。
Ｏ
Ｂ
を
含
め
た
保
護
者
の
協
力
が
ハ

ン
パ
な
い
！　

草
刈
り
や
駐
車
場
整
理
、
模
擬
店

の
出
店
、
餅
つ
き
大
会
な
ど
、
多
く
の
保
護
者
が

協
力
し
合
い
バ
ザ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、

ど
の
よ
う
な
方
法
な
ら
開
催
で
き
る
の
か
悩
み
も

尽
き
ま
せ
ん
が
、
学
校
を
中
心
に
皆
が
一
つ
に

な
っ
て
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
前
原
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

木
村　

公
治
）

ハンパない！ＰＴＡ友愛バザー
● 糸島市立前原中

　

昨
年
度
か
ら
感
染
症
対
策
な
ど
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
縮
小
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い
が
伝
わ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
休
校
が
明
け

る
頃
、
あ
る
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
「
旗
当

番
（
見
守
り
）
は
、
し
て
も
い
い
か
ね
？
」
と
お

尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
感
染
予
防
の
方
法

が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
る
状
況
で
し
た
の

で
、「
お
願
い
で
き
ま
す
か
？
」
と
お
答
え
す
る
と
、

「
当
た
り
前
。
し
ま
し
ょ
う
」
と
う
れ
し
い
お
返

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
言
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
各
子
ど
も
会
で
の
定
期
的
な
見
守
り
も
継
続

し
て
い
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
＝
写
真
。
地
域

の
協
議
会
か
ら
は
分
散
型
で
の
活
動
提
案
が
あ
り

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
」「
あ
り
が
と
う
の
花
束
」

の
作
成
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
生
活
や
社
会
の
状
況
が

変
わ
る
中
、
主
体
的
に
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら

「
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
活
動
の
提
案
が
な

さ
れ
、
参
加
さ
れ
る
姿
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
軸
に
、

た
だ
、
以
前
か
ら
あ
る
か
ら
、
活
動
を
す
る
の
で

は
な
く
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
何
か
を
し

よ
う
と
考
え
る
、
動
け
る
」
主
体
性
を
も
っ
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

山
本　

周
作
）

提案を生かして主体的な活動
● 小郡市立大原小

　

駛は
や
め馬
小
学
校
の
あ
る
大
牟
田
市
は
日
本
の
近
代

化
を
支
え
た
ま
ち
で
す
。
か
つ
て
日
本
一
の
石
炭

採
掘
量
を
誇
っ
た
三
池
炭
鉱
は
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
校
区
内
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
宮
原

坑
が
あ
り
、
世
界
遺
産
学
習
を
通
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
、
宮
原
坑

で
の
月
１
回
の
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

実
施
や
大
牟
田
市
主
催
の
「
炭
の
祭
典
／
宮
原
坑

フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果

発
表
と
し
て
大
牟
田
市
世
界
遺
産
・
文
化
財
室
や

地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、「
駛
馬
大
学
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
６
月
に
、
福
岡
県
世
界

遺
産
連
絡
会
議
主
催
の
「
世
界
遺
産
キ
ッ
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
」
に
参
加
し
、
北
九
州
市
立
花
尾
小
学
校

や
中
間
市
立
中
間
南
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
あ
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
つ
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
習
す
る
と
と
も
に
、
学
校
間

の
交
流
を
行
い
ま
し
た
＝
写
真
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
、
地
域
や
大
牟
田
の
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
行
動
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
、
学
校
や
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
働
し
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
駛
馬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

亀
澤　

秀
美
）

世界遺産学習で未来を創る
● 大牟田市立駛馬小

南筑後

北筑後

福　岡
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福
地
小
学
校
は
、
全
校
児
童
１
１
５
人
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
は
、
80
世
帯
の
学
校
で
す
。
明
治
５
年
に

創
立
し
、
今
年
１
５
０
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
あ

る
学
校
で
す
。
地
域
の
特
徴
は
、
福
智
山
の
麓
に

位
置
し
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

す
。
地
域
と
児
童
の
つ
な
が
り
も
深
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
的
な
行
事
に
児
童
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
は
、
役
員
や

理
事
を
中
心
に
熱
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
例
年

行
っ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

家
庭
教
育
委
員
会
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
福
地

小
バ
ザ
ー
＝
写
真
＝
は
、
児
童
、
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
抹
茶
教

室
や
昔
遊
び
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
、「
笑
顔

で
語
り
合
え
る
」
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
外
補
導
委
員
会
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」
は
職
員
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
参
加
希
望
の
児
童
も
一
緒
に
直
方
消
防
署
の

方
の
指
導
を
受
け
、
緊
急
時
に
「
命
」
を
守
る
対

応
の
仕
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。
児
童
の
中
に
は
、

毎
年
参
加
し
て
い
る
児
童
も
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
体
育
委
員
会
、
企
画
委
員
会
、
広
報

委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。（

福
地
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

倉
地　

宏
治
）

　

碓
井
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
、

校
区
内
の
清
掃
活
動
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
で
は
、
生

徒
と
と
も
に
地
域
に
出
向
い
て
資
源
ご
み
の
回
収

な
ど
、
清
掃
活
動
を
行
い
＝
写
真
（
令
和
元
年
度

撮
影
）、
回
収
し
た
ご
み
を
分
別
し
、
処
理
業
者

に
回
収
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
子
ど
も
た

ち
が
過
ご
せ
る
た
め
、
地
域
の
方
々
に
子
ど
も
た

ち
の
頑
張
り
を
認
め
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
他
の
機
関
の
協
力
も
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
学
校
と
地
域
・
保
護
者
の
連
携

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
校
区
内
の
環
境
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
一
層
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、
こ
の
行
事
に
か
か
わ
っ
て
は
、
粗
大
ご
み
を

含
め
大
量
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
で
、
複
数
の
ご
み
集
積
所
の
担
当
割
や
先

生
方
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
役
割
分
担
を
行
い
、

当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
励
ま
し
つ
つ
、

ご
み
の
分
別
や
輸
送
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、
十
分
な

感
染
対
策
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
碓
井
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

田
中　

眞
美
）

笑顔で語り合えるバザー
● 直方市立福地小

　

山
田
小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
囲
ま

れ
た
全
校
児
童
74
人
、
家
庭
数
53
戸
の
小
規
模
校

で
す
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
と
、
福

祉
施
設
と
の
交
流
や
講
演
会
、
バ
ザ
ー
、
い
も
ほ

り
、
み
か
ん
狩
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
餅
つ
き

等
を
地
域
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

は
、
一
昨
年
度
の
山
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催

の
餅
つ
き
の
様
子
）。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
行
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

昨
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
行
事
が
中
止
さ
れ
て
い
る
中
で
も
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
生
活
委
員
会
を
核
と
し
、
新
家
庭
教
育
宣
言

の
一
環
と
し
て
「
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
」
を

毎
学
期
に
２
週
間
、
行
っ
て
い
ま
す
。
一
学
期
は
、

「
早
寝
・
朝
ご
は
ん
・
進
ん
で
あ
い
さ
つ
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
参
加
率

は
約
94
％
で
し
た
が
、
今
回
１
０
０
％
を
達
成
し

ま
し
た
。
一
方
、
ほ
ぼ
毎
日
朝
食
を
と
っ
て
く
る

児
童
は
91
％
で
し
た
。
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
達
成
率
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
今
後
も
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
山
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

髙
野　

明
香
）

地域と共に楽しく子育て
● 豊前市立山田小

ウォークラリーでごみ回収
● 嘉麻市立碓井中

筑　豊

北九州

京　築

福岡県ＰＴＡ連合会推薦　小・中学生総合保障制度（こども総合保険）について

【令和３年度版：S-210475（2022-6）】

お子様の「ケガ」「育英費用」やお子様とご家族の「個人賠償責任」などに 備えられます。

この制度の詳しい内容はこちらからも確認いただけます。

学校内はもちろん、放
課後の遊戯中・クラブ活
動中や休日のレジャー
中の事故など様々なケ
ガに備えられます。

他人にケガを負わせた
り、他人のものを壊し
たりして法律上の損害
賠償責任が生じた場合
に備えられます。

※保険商品の概要を説明したものです。詳細につきましては取扱代理店にお問い合せください。
○制度に関するお問合せ先：０１２０－２２８－５５３　福岡県ＰＴＡ連合会保障制度事務局（取扱代理店：株式会社コーリン）

受付時間：平日午前９時～午後５時（土・日・祝日、年末年始を除く。）
○制度引受保険会社：AIG損害保険株式会社 東京海上日動火災保険株式会社 損害保険ジャパン株式会社

三井住友海上火災保険株式会社 Chubb損害保険株式会

AIG 損害保険株式会社『お子さまのための総合保障制度』
https://riskfinder.jp/school/

千里眼☆★地獄耳 （記事募集中＝メールで事務局へどうぞ）

　

残
念
な
事
件
や
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
こ
と
の
方
が
多
い
中
、
大
谷
翔

平
選
手
の
よ
う
な
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
て
く
る
こ
と
が
最
近
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
ホ
ー
ム
ラ

ン
両
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
、

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
で
は
一
番
指
名
打

者
で
、
先
発
し
て
１
０
０
マ
イ
ル
出

し
て
勝
利
投
手
。「
す
ご
い
」
の
言

葉
で
は
足
り
ま
せ
ん
ね
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
中
に

あ
っ
て
も
大
谷
選
手
の
活
躍
を
毎
日

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ア
・
リ
ー

グ
で
は
６
月
に
続
い
て
７
月
の
月
間

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
も
選
ば
れ
２
カ
月
連
続
の

受
賞
。
今
シ
ー
ズ
ン
Ｍ
Ｖ
Ｐ
間
違
い

な
し
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た

だ
記
録
だ
け
で
は
な
く
大
谷
選
手
の

プ
レ
ー
を
観
て
い
る
と
、
と
て
も
清
々
し

く
て
、
時
に
こ
ち
ら
ま
で
自
然
と
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
谷
選
手
を
見
て
い
る
と
元
気
が
出
ま

す
。

　
「
本
当
に
野
球
が
心
の
底
か
ら
好
き
な

ん
だ
」
と
見
て
い
て
思
い
ま
す
。
お
金
の

た
め
と
か
名
声
と
か
関
係
な
く
た
だ
た
だ

楽
し
く
、
少
年
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
に
ひ
か

れ
ま
す
。

　

豪
快
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
全
力
の
走
塁
、

な
お
か
つ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
の
力
量
、

そ
し
て
周
り
に
良
い
影
響
与
え
る
人
間
性
。

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
全
て
の

年
代
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
ま
さ
か
、（
野
茂
選
手
、

イ
チ
ロ
ー
選
手
、
松
井
選
手
も
す
ご
か
っ

た
が
）
日
本
人
で
こ
ん
な
に
す
ご
い
選
手

が
出
て
く
る
な
ん
て
！

　

大
谷
選
手
は
野
球
史
の
中
で
最
も
記
録

に
も
記
憶
に
も
残
る
選
手
の
一
人
だ
と
思

い
ま
す
。

　

同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
い
で
す
。

勇
気
と
力
を
遠
く
か
ら
日
本
に
届
け
て
く

れ
る
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー　

大
谷
選
手
に
感

謝
で
す
！�

　
（
東
）



（4）第294号 令和３年９月福 岡 県 P T A 連 合 会 機 関 紙

＞105＜

　

わ
が
家
は
茹ゆ

で
た
て
の
枝
豆
を
熱
々
で
い

た
だ
く
の
が
胃
に
も
た
れ
ず
好
み
で
す
。
枝

豆
は
大
豆
の
未
熟
な
も
の
で
す
が
、
や
は
り

豆
な
の
で
多
少
不
消
化
で
す
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
や
お
年
寄
り
が
い
る
家
庭
で
は
少
し
柔

ら
か
め
に
茹
で
ま
し
ょ
う
。

　

大
豆
は
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け

て
稲
と
と
も
に
渡
来
し
た
五
穀
の
一
つ
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
献
に
よ
る
と
枝
豆
と

し
て
食
べ
ら
れ
始
め
た
の
は
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
と
か
。
未
熟
な
う
ち
に

食
べ
る
な
ん
て
当
時
は
と
て
も
ぜ
い
た
く
な

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

熟
し
た
大
豆
は
畑
の
肉
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
た
ん
ぱ
く

質
が
豊
富
で
す
が
、
ほ
か

に
も
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
や
Ｂ
２
、
葉
酸
、
鉄
、

カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養
素
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
未
熟
な

枝
豆
は
大
豆
の
３
分
の
１
程

度
の
栄
養
価
だ
と
覚
え
て
お

く
と
良
い
の
で
す
が
、
大
豆

に
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
カ
ロ
チ
ン
を
含
み
ま

す
。

　

鮮
度
が
落
ち
や
す
い
の
で
最
近
ま
で
は
ほ

ぼ
枝
付
き
で
売
ら
れ
て
い
た
の
で
「
枝
豆
」

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
で
栽
培
さ
れ
る
の
で
「
あ

ぜ
豆
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
冷
凍
技
術
が
す
ば
ら
し
く
栄
養

価
の
損
失
も
少
な
く
年
中
い
た
だ
け
て
便
利

で
す
が
、
白
に
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
豆
の

対
比
が
美
し
い
枝
豆
御
飯
は
暑
い
時
期
の
料

理
で
す
。
２
合
の
お
米
に
茹
で
て
鞘さ

や

か
ら
出

し
た
枝
豆
を
１
カ
ッ
プ
用
意
し
ま
す
。
い

つ
も
よ
り
少
し
多
め
の
水
加
減
に
し
て
塩

を
小
さ
じ
１
弱
混
ぜ
て
普
通
に
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
ま
す
。
新
シ
ョ
ウ
ガ
を
小
さ
く
線

に
切
っ
て
加
え
る
の
も
大
人
の
味
で
す
。

　

今
回
ち
ょ
っ
と
話
が
外
れ
ま
す
が
。
枝

豆
を
食
べ
る
た
び
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
20
年
も
昔
の
話
で
し
つ
こ
い
性

格
が
バ
レ
そ
う
で
す
が
。
テ
レ
ビ
で
枝
豆

の
皮
を
食
べ
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
を
や
る

の
で
考
え
て
く
だ
さ
い
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

今
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

調
べ
ら
れ
る
時
代
で
は
な
い

の
で
書
棚
の
植
物
関
連
の
本

を
全
て
引
っ
張
り
出
し
ま
し

た
が
参
考
に
な
る
記
載
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
放
送
は
明

日
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
次
に

食
の
随
筆
を
あ
れ
こ
れ
と
…

空
が
白
み
始
め
る
頃
や
っ
と

見
つ
け
ま
し
た
。「
枝
豆
の

皮
は
二
重
構
造
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
内
側
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
状
の
皮
を
取
り
除
き
外
側
の
皮

を
も
む
よ
う
に
洗
っ
て
か
ら
薄
味
で
煮
付

け
ま
す
」
と
。
や
っ
た
ー
。
執
念
で
見
つ

け
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
う
れ
し
く
て
放
送

当
日
テ
レ
ビ
局
の
化
粧
室
で
そ
の
こ
と
を

し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。
さ
て
本
番
で
す
。
な

ん
と
若
い
レ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
化
粧
室
で

の
話
を
そ
の
ま
ま
し
た
の
で
す
。
私
は
頭

の
中
が
真
っ
白
に
…
。
枝
豆
を
食
べ
す
ぎ

る
と
胸
が
焼
け
る
の
は
こ
の
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

マングースの独り言

枝豆は
胸が焼ける？

　

コ
ロ
ナ
に
振
り
回

さ
れ
た
１
年
が
過
ぎ
、

広
報
委
員
の
任
期
も

い
つ
の
間
に
か
最
終

盤
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
例
年
通
り
で
あ

れ
ば
非
常
に
有
意
義

な
活
動
を
行
え
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
仕
事

の
関
係
も
あ
り
、
あ

ま
り
参
加
で
き
ず
残
念
で
す
。

県
Ｐ
は
、
や
り
方
の
似
通
い

が
ち
な
単
Ｐ
と
は
違
い
、
他

の
市
町
村
の
活
動
を
間
近
で

知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

多
く
の
新
し
い
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活

動
に
お
け
る
知
恵
や
工
夫
は

も
と
よ
り
、
子
ど
も
と
学
校
、

地
域
に
対
し
て
調
和
の
と
れ

た
活
動
内
容
は
、
今
後
の
単

Ｐ
で
の
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

宮
）

広報委員のひとりごと

Ｐ
Ｔ
Ａ
、何
か
し
た
い
！

宮
若
東
中
・
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

米
丸
貴
史

宮
若
東
中
の
校
門
前
に
続
く
花
壇

花
を
植
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

　

緊
急
事
態
宣
言
の
さ
中
に
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
２
年

度
の
宮
若
市
の
宮
若
東
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
。
学
校
も
昨
年
は
６
月

ま
で
再
開
さ
れ
ず
、
学
校
行
事

も
縮
小
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

表
現
で
き
る
場
も
な
く
な
っ
て

い
く
中
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
子

ど
も
た
ち
や
学
校
に
何
が
で
き

る
の
か
」
を
模
索
し
て
、
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
９
月
に
無
観
客
で
行
わ

れ
た
体
育
祭
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
備
品
購
入
、
卒
業

式
の
先
生
方
へ
の
花
束
購
入
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
、

保
護
者
に
必
要
な
モ
ノ
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
で
購
入
し
対
応
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
モ
ノ
を
贈
っ
て
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は
良
か
っ

た
の
で
す
が
、
な
ん
だ
か
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
副
会
長
の
何
気
な

い
一
言
「
こ
の
ま
ま
終
わ
り
た

く
な
い
」
に
、
他
の
役
員
の
気

持
ち
も
敏
感
に
反
応
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
規
制
さ
れ
、
思
っ

た
こ
と
を
声
に
上
げ
る
こ
と
も

難
し
い
中
、
み
ん
な
同
じ
思
い

だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
本

当
に
安
心
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
メ

ン
バ
ー
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
総
意
と
し

て
、「
み
ん
な
で
何
か
行
動
を

起
こ
し
た
い
！
」
と
言
う
思
い

で
し
た
。
学
校
側
に
も
、
そ
の

思
い
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。

　

花
植
え
の
活
動
は
２
月
末
の

土
曜
日
に
行
い
ま
し
た
。
卒
業

す
る
３
年
生
と
入
学
す
る
新
１

年
生
を
祝
福
す
る
た
め
の
花
植

え
で
す
。
校
門
前
に
20
～
30
㍍

ほ
ど
続
く
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー

に
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
や
パ
ン
ジ
ー

…
を
。
毎
年
行
っ
て
い
た
は
ず

の
花
植
え
が
新
鮮
に
感
じ
ま
し

た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
生
徒

会
か
ら
も
話
を
も
ら
い
ま
し

た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

に
伴
い
、
別
の
日
に
対
応
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
宮
若

東
中
の
生
徒
・
先
生
・
保
護
者

が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
強
い
絆

き
ず
な

が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

手を取り合って　花を植え〝祝福〟

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
Ｐ
）

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
へ
の
皆
さ
ん
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。「
あ
な
た

の
学
校
の
活
動
情
報
」
や
「
単
Ｐ
の

楽
し
い
情
報
」
あ
る
い
は
「
記
事
・

企
画
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
提
言
」

を
、
一
面
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

宛
に
、ど
う
ぞ
気
軽
に
。フ
レ
ッ
シ
ュ

な
風
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
県
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク

セ
ス
し
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
過
去
２
年
間

分
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

９
月
号
、い
か
が
で
し
た
か


